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高野豆腐タンパク質・レジスタントプロテインが腸管での GLP-1 産生を 

高めて、高脂肪食投与マウスの体重増加・脂肪肝を防ぐ 

＝高野豆腐による生活習慣病予防の可能性＝ 

 
【研究成果のポイント】 

SGDs の概念の浸透に伴い、植物性たんぱくの機能性が全世界で注目されています。信州名産

の高野豆腐のタンパク質・レジスタントプロテインが持つ、全く新しい機能性＝腸管での GLP-1

産生を高め、肥満・脂肪肝を予防する効果＝が明らかになりました。信州の産業発展の鍵にもな

り得ます。 

 

【概要】 

信州では昔から高野豆腐の生産が盛んで、高野豆腐（凍り豆腐、凍み豆腐）のほぼ 100％が長野

県で生産されています。信州大学医学部 国際交流推進室・大学院総合医理工学研究科 国際医

学研究推進学教室 田中直樹教授と、株式会社旭松食品（長野県飯田市）の石黒貴寛研究所長を

はじめとする研究チームは、信州の特産物ともいえる高野豆腐の機能性、疾病予防への応用に

関する研究に長年取り組んできました。その結果、高野豆腐由来のタンパク質、および高野豆腐

に豊富に含まれるレジスタントプロテインが、高脂肪食によるマウスの体重増加、脂肪肝を軽減

させることを明らかにしました。食生活に高野豆腐をうまく取り入れることによって、近年増加

している肥満や脂肪肝の予防ができる可能性があることを意味しています。このたび、この研究

成果が科学誌 International Journal of Biological Macromolecules (IF 8.5) に掲

載されました。 

 

【背景】 

食生活を含めた生活習慣の変化により、肥満者の割合が世界中で増えています。肥満は糖尿病

や脂肪肝、脂質異常症、動脈硬化といった様々な病気につながる危険因子であるため、肥満の

予防は喫緊の課題です。レジスタントプロテインを豊富に含む高野豆腐が食後の血糖値や血中

脂質を低下させることが、小規模の研究で報告されていますが、高野豆腐の代謝への影響とそ

のメカニズムは全く不明でした。今回、信州大学医学部 国際交流推進室・大学院総合医理工学

研究科 国際医学研究推進学教室 田中直樹教授は株式会社旭松食品と共同で、高野豆腐から

得られたタンパク質、およびレジスタントプロテインが、高脂肪食によるマウスの肥満を予防でき

るか、その効果を検証しました。 

 

【研究手法・成果】 

報道発表 Press Release 



マウスに通常食と高脂肪食をそれぞれ16週間投与しますと、高脂肪食を食べさせたマウスは通

常食に比べ、体重が著しく増加し、脂肪肝となりました。一方、高野豆腐由来のタンパク質、ある

いはレジスタントプロテインを高脂肪食に混ぜて、同じようにマウスに与えると、体重増加や脂

肪肝の程度は軽くなりました。これらの高野豆腐由来のタンパク質を摂取すると、腸内細菌が反

応し、腸内のアゼライン酸が増加しました。これが回腸での GLP-1 産生を高め、GLP-1 が脂肪

組織や肝臓に届き、脂肪の燃焼を促進させることが、高野豆腐由来タンパク質の体重増加・脂肪

肝軽減のメカニズムと考えられました。高野豆腐タンパク質・レジスタントプロテインによる胃や

腎臓、心臓などへの悪影響は見られませんでした。 

 

Graphic abstract 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【波及効果・今後の予定】 

現代の食事は脂肪や糖質の多い食品に偏りがちであり、肥満や脂肪肝の増加は世界中の問題と

なっています。信州の特産品である高野豆腐のタンパク質を一緒に食べると、体重増加や脂肪

肝が軽減される可能性があります。今回の研究で得られた知見をもとに、旭松食品と連携をと

りながら、健康寿命延伸への高野豆腐の可能性を探っていきたい、そして信州大学は信州の企

業との連携をさらに深めて新しい成果を発信し、肥満と生活習慣病の予防に貢献したいと考え

ております。 
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